
お詫びと訂正

　広報おんな６月号 12ページの「令和 3年 4月 1日から保険税の税率が変更になります！」の
税率表に誤りがありました。お詫びして訂正させていただきます。

（誤）令和 2年度（旧税率）の医療費給付分 /平等割 /  6,000 円
（正）令和 2年度（旧税率）の医療費給付分 /平等割 /15,000 円

令和３年度　貸与奨学金追加募集中！
　人材育成を目的として村内に住所を有する者の子弟のうち、経済的理由により学資の援助を必
要とする大学生等 (短大、専門学校含む )に対し、貸付型奨学金の追加募集を行います。

■貸与額
 県 内：年額 300,000 円
 県 外：年額 420,000 円
■申込期限
7月 30日 ( 金 )

■申込資格者
 ・日本国籍を有し、1 年以上引き続き恩納村内に
　住所を有する村民の子弟。
 ・大学等に在学している者。

お問い合わせ：学校教育課　☎９６６－１２０９

第１期

固定資産税

村県民税

軽自動車税

第２期 第３期 第４期

お問い合わせ
税務課　☎９６６－１２０６

納税は口座振替が便利です。
8月２日

6月3 0日 ８月3 1日

5月3 1日

5月3 1日

1 1月 1日

1 2月 2 7日

令和4年
1月 3 1日

令和4年
2月 2 8日

８月は固定資産税・村県民税第２期の納期となっています。

　手続き方法につきましては、税務課
までお問い合わせください。

経営専門家による個別経営相談会
恩納村商工会では、資金繰り、税務相談、ネットを活用した集客及び販路開拓等、あらゆる経営相

談に対して経営指導員並びに中小企業診断士、税理士、ＩＴ等の専門のプロによる個別経営相談を無料
で行っています。事前予約となっていますので、電話またはＦＡＸにてご予約ください。
なお、相談枠には限りがありますので、予めご了承ください。

相談期間
場 所
対 象

５月～９月
恩納村商工会（コミュニティセンター内）
村内事業者
※商工会会員・新規創業者は無料

お問い合わせ：恩納村商工会　☎９６６－８２５　担当：国吉・田村

✓税務の相談がしたい
✓事業計画書の作成を支援してほしい
✓ＩＴ・ＳＮＳを活用して販売を強化したい
✓補助金・コロナ関連支援策について知りたい

中部北環境施設組合に搬入されたごみ量はここ数年横ばいして微増傾向にありましたが、令和 2 年度のごみ量は、
前年度と比較して減少しておりました。村民一人当たりのごみ処理に係る経費が多額でありますので、恩納村が推進す
る 4R( リフューズ、リデュース、リユース、リサイクル )、ごみ分別の取り組みを徹底し、ごみの減量化を図る必要が
ありますのでご協力ください。

＊(　) 内の数値は令和元年度実績です。
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恩納村のごみ処理経費・ごみ搬入量・資源化量等について

ごみを減らす
4R 運動を
実践しよう。

　ごみを減らすためには、一人ひとりがごみを減らす意識を持つことが大切です。
そこでごみを減らす 4 つの R を心がけて、環境にやさしく、大切な資源として活
かす取り組みを始め、ごみ減量へのご協力お願いします。

リフューズの R → ごみを持ち込まない。
〇不用な物は買わない、貰わない。

〇ごみになる物は断る。

〇マイバックを持参しよう。

リサイクルの R → 再利用する。
〇資源を正しく分別する。

〇買ったお店で回収ボックスを利用する。

〇生ごみを堆肥にする。

リユースの R → 再使用する。
〇使えるよう修理してみる。

〇別の使い方を考える。

〇欲しい人にゆずる。

リデュースの R → ごみを減らす。
〇必要なものを必要な量だけ購入する。

〇食品を買いすぎない、作りすぎない、食べ残さない。

〇生ごみは十分な水切りをする。(生ごみの約 8 割は水分 )

お問い合わせ：中部北環境施設組合　☎972-6619お問い合わせ：中部北環境施設組合　☎972-6619

＊令和 2 年 3 月末の人口 11,066 人、世帯数
5,438 世帯、平成 31年 3月末の人口 11,005 人、
世帯数 5,295 世帯です。

＊端数処理をしている為、数値が一致しない場合が
あります。

＊資源化量の金属類は、不燃ごみ・粗大ごみから破
砕・分別して出てきたものです。

＊資源ごみ搬入量と、資源化量の数値の違いは、手
選別作業による異物除去のためです。

＊負担金とは、ごみ処理事業を行う為に必要な経費
を恩納村から中部北環境施設組合にあてる、ごみ
処理経費です。

１．令和2年度ごみ処理経費　

２．ごみ搬入量

４．最終処分量

経費区分 金　額
村民 1人当たり
年間負担金額

1世帯当たり
年間負担金額

ごみ収集運搬等諸経費 2,198 万円　 1,978 円　　 3,978 円　　

負担金
ごみ処理経費 1億 7,544 万円　 15,788 円　　 31,748 円　　

最終処分費 350 万円　 315 円　　 633 円　　

ごみ処理総事業費
2億 92 万円　
(1 億 8,758 万円 ) 

18,081 円　　
(16,951 円 )　 

36,359 円　　
(34,494 円 )

種　類 令和元 年度 令和２年度 前年度比較

缶　類 68 ㌧ 53  ㌧
金属類 65 ㌧ 93 ㌧

㌧ -15 
28 ㌧

びん類 277 ㌧ 211 ㌧ -66 ㌧
ペットボトル 74 ㌧

㌧

㌧

64 
89 

2 

㌧ -10 ㌧

蛍光管 3  ㌧ -1 ㌧

古紙類 0  ㌧ 89 ㌧

乾電池 5 ㌧ 5 ㌧ 0 ㌧
スラグ 390 ㌧ 293 ㌧ -97 ㌧
メタル 4 ㌧ 4 ㌧ 0 ㌧
合　計 886 ㌧ 814 ㌧ -72 ㌧

種　類 令和元 年度 令和２年度 前年度比較

飛　灰 178 ㌧ 140 ㌧ -38 ㌧

ごみの種類 令和元 年度 令和２年度 前年度比較
村民 1人当たり
1日の排出量

1世帯当たり
1日の排出量

可燃ごみ 5,547 ㌧ 4,300 ㌧ -1,247 ㌧ 1,060.2 ㌘ 2,131.9 ㌘
不燃ごみ 141 ㌧ 145 ㌧ 4 ㌧ 35.8 ㌘ 71.9 ㌘
粗大ごみ 93 ㌧ 175 ㌧ 82 

-18 
㌧ 43.1 ㌘ 86.8 ㌘

資源ごみ

缶　類 83 ㌧ 65  ㌧ 16.0 ㌘ 32.2 ㌘
びん類 291 ㌧ 224 ㌧ -67 ㌧ 55.2 ㌘ 111.0 ㌘

ペットボトル 82 ㌧ 73 
113 

㌧ -9 ㌧ 18.0 ㌘ 36.2 ㌘
古紙類 0  ㌧ 113 ㌧ 27.9 ㌘ 56.0 ㌘

合　計 6,237 ㌧ 5,095 ㌧ -1,142 ㌧ 1,256.2 ㌘ 2,526.0 ㌘
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